
連携大学院制度とは？

国立環境研究所と大学との間で協定を締結し、国環研の研究者が大学教員
（連携教員）に就任して、大学院生を受入れ、研究指導や講義、学位論文
審査などを行う制度。

大学で講義などを受けながら、連携教員の指導の下、大学や国環研で研究を
行い、大学院の学位が取得できます。

国環研では研究生として受入れます。リサーチアシスタントとして雇用することも。



どこの大学と連携しているの？

農学生命科学研究科

新領域創成科学研究科

東京大学大学院

東京大学大学院

16の大学・研究科と協定を締結
41名の連携教員

立命館大学
（現在教員委嘱なし）



どんなことを学べるの？

大気汚染

地域

脱炭素対策
持続可能社会

植物 生態系保全

森林生態系

化学物質

資源プラスチック リサイクル

都市気候

生体影響・環境保健

内分泌かく乱 生態毒性

温室効果ガス

土壌
水環境 環境リスク

気候変動
と適応

災害



学生はどのくらいいるの？

教員41名中、現在26名が学生を指導中
各研究室1～13名、計34名

環境システム学6名
自然環境学4名

（教員3名に1名ずつ）

※学年不明な日本人2名、留学生2名を含む。
留学生の出身は中国5名、ベトナム2名、フィリピン、
ラオス、タイ1名ずつ（計10名）

※


	連携大学院制度とは？
	どこの大学と連携しているの？
	どんなことを学べるの？
	学生はどのくらいいるの？

